
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。 

香
港
政
府
の
対
応
施
策

　
香
港
政
府
は
、高
齢
者
施
策
の
原

則
を
在
宅
介
護
と
し
た
上
で
、高
齢

者
が
自
立
し
た
社
会
生
活
を
営
む
た

め
に
必
要
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
を
拡

充
し
、介
護
環
境
の
改
善
を
図
っ
て

い
ま
す
。例
え
ば
、2
0
1
8
年
12
月

に
10
億
香
港
ド
ル
を
拠
出
し
て
設
立

さ
れ
た『
高
齢
者
・
リ
ハ
ビ
リ
技
術
革

新
応
用
基
金（Innovation  and  

Technology  Fund  for  A
ppli

ca
tion  

in  E
lderly  and  

Re
h
a
b
ilitation  C

a
re

）』で

は
、介
護
施
設
・
リ
ハ
ビ
リ
施
設
等
に

よ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
製
品
の
購
入
や

リ
ー
ス
の
資
金
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

高
品
質
な
日
本
製
介
護
関
連
製
品

の
販
路
拡
大
に
も
繋
が
る
政
府
施
策

と
言
え
ま
す
。

日
本
製
介
護
関
連
製
品
の

市
場
ニ
ー
ズ

　
2
0
2
0
年
11
月
、『
第
4
回
香

港
高
齢
者
エ
キ
ス
ポ（G

e
rontech  

and  

Innova
tion  Expo  cum

 

S
um
m
it 

）2
0
2
0
』が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。香
港
政
府
と
香
港
社
会
福

祉
総
会（
H
K
C
S
S
）、香
港
サ

イ
エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク

（
H
K
S
T
P
）が
共
催
す
る
高
齢
者

の
生
活
自
立
支
援
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

関
す
る
エ
キ
ス
ポ
で
す
。約
1
6
0
社

が
出
展
し
、5
0
0
点
超
の
介
護
関

連
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、同

エ
キ
ス
ポ
に
お
い
て
日
本
製

品
は
大
き
な
存
在
感
を
示

し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、香
港
に
は
、介
護

関
連
製
品
の
専
門
店
舗
が

市
中
に
存
在
し
、多
く
の

日
本
製
品
が
取
扱
い
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、そ
の
市
場
ニ
ー

ズ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。実
際
に

専
門
店
舗
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
ま
し
た

が
、「
香
港
市
民
の
日
本
製
品
に
対
す

る
信
頼
感
は
特
に
大
き
く
、価
格
よ

り
も
品
質
を
重
視
す
る
傾
向
が
強

い
」と
の
こ
と
で
し
た
。

お
わ
り
に

　
　
以
上
か
ら
、香
港
の
介
護
関
連
製

品
市
場
は
日
本
企
業
に
と
っ
て
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
成
り
得
る
状
況
だ

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
、高
齢
者
の
生
活
環
境
を
向
上

さ
せ
る
製
品（
自
立
支
援
の
た
め
の

補
助
器
具
や
I
o
T
製
品
、介
護
食

品
等
）に
つ
い
て
は
、ニ
ー
ズ
が
高
い
印

象
を
受
け
ま
す
。 

　
福
岡
銀
行
の
海
外
駐
在
員
事
務
所

で
は
、市
場
調
査
、現
地
進
出
、ビ
ジ

ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
の
ご
相
談
を
承
っ
て
い

ま
す
。現
地
事
情
を
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、是
非
お
気
軽
に
最
寄
り
の
支

店
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
長 

真
太
郎
） 

少
子
高
齢
化
の
進
む
香
港

　
平
均
寿
命
の
国
際
比
較（
2
0
1

9
年
）で
は
、香
港
は
男
女
共
に
5
年

連
続
の
世
界
一（
男
性
：
　・
34
歳
、女

性：88
・
１3
歳
）と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

日
本
を
大
き
く
下
回
る
出
生
率（
香

港
：
1.
0
5
1
、日
本
：
1.
3
6
）

も
影
響
し
、2
0
2
4
年
に
は
超
高

齢
社
会（
65
歳
以
上
の
人
口
割
合
が

全
人
口
の
2１
％
以
上
）へ
突
入
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
を
取
り
巻
く
介
護
環
境

　
香
港
で
は
、介
護
施
設
等
に
入
居

す
る
高
齢
者
は
ご
く
僅
か
で
あ
り
、

9
割
以
上
の
高
齢
者
は
自
宅
で
生
活

し
て
い
ま
す
。ま
た
、核
家
族
化
の
進

行
で
高
齢
者
の
み
世
帯
も
急
増
し
て

い
ま
す
。共
働
き
世
帯
が
多
い
香
港
で

一
般
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
外
国
人

ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー
が
、高
齢
者
の
在
宅

介
護
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
一
方
で
、そ
の
専
門
性

少子高齢化の進む香港における
介護関連製品市場 

Hong Kong Representative Office

香港駐在員報告

（香港駐在員事務所）

82

（出所：香港政府統計処） ※グラフ上のカッコ内数値は構成割合

男性 女性

順位 国・地域 平均寿命 順位 国・地域 平均寿命

82.34歳

81.70歳

81.41歳

81.40歳

81.34歳

88.13歳

87.45歳

86.22歳

85.70歳

85.70歳

香港

日本

スペイン

韓国

香港

スイス

日本

シンガポール

スウェーデン シンガポール
（出所：厚生労働省）

2019年 2029年 2039年 2049年 2059年 2069年

15歳未満15歳以上65歳未満65歳以上

（万人） 

【実績】 

90
（12%）

533
（71%）

135
（18%）

79
（10%）

505
（64%）

205
（26%）

65 
（8%）

494
（61%）

251
（31%）

64
（8%）

474
（59%）

273
（34%）

54
（7%）

439
（57%）

270
（35%）

51（7%）

426
（58%）

257
（35%）

【予測】 

2024年、超高齢社会へ突入（日本は2007年に突入済） 

■ 高齢者向け介護施設のベッド数（2020年9月） ■高齢者のみ世帯の世帯数（2016年）  

2006年 2016年

世帯内 世帯数 世帯数

1人

2人

3人以上

合 計

（出所：香港政府統計処/「2016 Population By-census」） 

全ベッド数 
76,626床 

（出所：香港政府統計処）  ※グラフ上のカッコ内数値は構成割合 

（単位：世帯）

■平均寿命の国際比較（2019年） 

■年齢別人口構成の推移予測（2019年）  
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53,157床
（69%）

23,469床
（31%） 【入居待ち人数】 

38,219人 

【入居待ち期間】 
約20～40ヶ月 

⇒ 65歳以上の人口が
130万人超に対し、
ベッド不足は深刻

政府支援 政府非支援

98,829

67,078

988

166,895

152,536

107,135

1,626

261,297

介護関連製品の専門ネット通販業者の出展ブース

介護食品エリアの日本製品ブース

『第4回 香港高齢者エキスポ（GIES）2020』の開催風景 

市中の介護関連製品の専門店舗 
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■ 高齢者向け介護施設のベッド数（2020年9月） ■高齢者のみ世帯の世帯数（2016年）  

2006年 2016年

世帯内 世帯数 世帯数

1人

2人

3人以上

合 計

（出所：香港政府統計処/「2016 Population By-census」） 

全ベッド数 
76,626床 

（出所：香港政府統計処）  ※グラフ上のカッコ内数値は構成割合 

（単位：世帯）

■平均寿命の国際比較（2019年） 

■年齢別人口構成の推移予測（2019年）  

1

2

3

4

5

1

2

3

4

4

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

53,157床
（69%）

23,469床
（31%） 【入居待ち人数】 

38,219人 

【入居待ち期間】 
約20～40ヶ月 

⇒ 65歳以上の人口が
130万人超に対し、
ベッド不足は深刻

政府支援 政府非支援

98,829

67,078

988

166,895

152,536

107,135

1,626

261,297

介護関連製品の専門ネット通販業者の出展ブース

介護食品エリアの日本製品ブース

『第4回 香港高齢者エキスポ（GIES）2020』の開催風景 

市中の介護関連製品の専門店舗 

27 FFG MONTHLY SURVEY Vol.134



長
崎
M
I
C
E
ス
ク
ー
ル

1
年
目
を
終
え
て

 

長
崎
初
の
本
格
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

施
設「
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
」が
来
年
の 

11
月
に
開
業
し
ま
す
。開
業
後
を
見

据
え
、M
I
C
E（※

）ビ
ジ
ネ
ス
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、地
元
企
業
が「
稼
ぐ

力
」を
身
に
つ
け
、地
域
の
活
性
化
を

促
し
て「
交
流
の
産
業
化
」を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、2
0
1
9

年
11
月
に
F
F
G
主
催（
事
務
局 

F
F
G
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
）、「
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
」の
開
発
運

営
に
携
わ
る
株
式
会
社
な
が
さ
き

M
I
C
E
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
株
式
会

社
コ
ン
グ
レ
協
力
の
も
と
、長
崎

M
I
C
E
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
ま

し
た
。長
崎
市
や
地
元
経
済
界
共

催
の
も
と
、1
年
目
は
地
元
企
業
が

M
I
C
E
の
ビ
ジ
ネ
ス
構
造
を
理
解

し
、M
I
C
E
と
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
ど
う
結
び
つ
け
る
か
を
考
え
る
場

と
し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

形
式
の
講
座
や
先
進
事
例
視
察
会

等
を
開
催
し
ま
し
た（
表
1
）。

（※

）M
I
C
E・・・企
業
等
の
会
議（M

eeting

）、企
業

等
の
行
う
報
奨
・
研
修
旅
行（In

ce
n
tive 

Travel

）、国
際
機
関・団
体
、学
会
等
が
行
う
国

際
会
議（C

onvention

）、展
示
会・見
本
市
、

イ
ベ
ン
ト（Exhibition/Event

）の
頭
文
字
の
こ

と
で
あ
り
、多
く
の
集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ

ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称

長
崎
M
I
C
E
ス
ク
ー
ル

2
年
目
開
講
に
あ
た
っ
て

　2
0
2
0
年
11
月
13
日（
金
）、

ホ
テ
ルニュー
長
崎
に
て
長
崎
M
I
C
E

ス
ク
ー
ル
の
2
年
目
開
講
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。十
八
親
和
銀
行
の
森

頭
取
は
開
講
挨
拶
で
、無
事
に
2
年

目
の
開
講
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、長
崎
市
を
は
じ
め
地

元
経
済
団
体
の
皆
様
方
に

感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も

に
、今
後
も「
出
島
メ
ッ
セ
長

崎
」の
成
功
に
向
け
て
グ

ル
ー
プ
を
挙
げ
て
協
力
し
て

い
く
こ
と
、ま
た
こ
の
長
崎

M
I
C
E
ス
ク
ー
ル
が
地
元

長
崎
の
企
業
創
出
、ひ
い
て
は

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け

た
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
へ

の
期
待
感
を
示
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、国
立
大
学
法
人

長
崎
大
学
学
長
の
河
野
茂

氏
に
よ
る
講
演
と
株
式
会
社

コ
ン
グ
レ
専
務
取
締
役
の
紫
冨
田
薫

氏
に
よ
る
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
野
学
長
は「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル

ス（
地
球
の
健
康
）と
M
I
C
E
」を

テ
ー
マ
に
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
代
表
さ
れ
る
未
知
の
感
染
症
や

食
糧
問
題
等
、社
会
や
地
球
が
抱
え

る
課
題
に
対
し
て
様
々
な
立
場
か
ら

意
識
変
容
、行
動
変
容
を
促
す
た
め

の
長
崎
大
学
に
お
け
る
取
組
み
を
紹

介
。ま
た
、M
I
C
E
の
活
用
促
進
に
は

リ
ス
ク
の
監
視
と
安
全・活
動
の
バ
ラ

ン
ス
が
必
要
で
長
崎
大
学
も
支
援
し
て

い
く
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
紫
冨
田
専
務
は「
M
I
C
E
の
現

状
と
課
題－

出
島
メ
ッ
セ
長
崎 

開
業

1
年
前
を
迎
え
て－

」を
テ
ー
マ
に
、

こ
の
1
年
の
M
I
C
E
の
動
き
、

Ｗ
i
t
h
コ
ロ
ナ
の
課
題
や
長
崎
と

し
て
の
必
要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
等
に
つ
い

て
具
体
的
な
事
例
を
踏
ま
え
て
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

孔
子
廟
に
て
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
開
催

　講
演
後
は
孔
子
廟（
長
崎
市
）に

場
所
を
移
し
て
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、「
出

島
メ
ッ
セ
長
崎
」の
開
業
時
を
想
定

し
、長
崎
M
I
C
E
ス
ク
ー
ル
の
受

講
生
が
ユ
ニ
ー
ク
ベニュ
ー（※

）を
活

用
し
て
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の

企
画
・
運
営
を
行
っ
た
実
証
実
験
で

す
。食
事・ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン・会
場
装

飾
な
ど
日
本
各
地
か
ら
の
来
場
を
想

定
し
、「
長
崎
ら
し
さ
」を
演
出
。

ま
た
、受
講
生
は
、コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の

参
加
者
と
な
る
こ
と
で
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニュ
ー
の
活
用
、M
I
C
E
関
連
イ
ベ

ン
ト
の
体
験
、体
感
を
図
る
と
と
も

に
、今
後
運
営
側
と
し
て
M
I
C
E

と
の
か
か
わ
り
方
を
知
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。当
日
は
受
講
生
の
他
、

長
崎
市
の
田
上
市
長
や
長
崎
大
学
の

河
野
学
長
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

ゲ
ス
ト
は
総
勢
48
名
と
な
り
ま
し

た
。参
加
し
た
受
講
生
か
ら
は「
長

崎
ら
し
い
非
日
常
の
体
験
が
で
き

た
」「
今
回
初
め
て
座
学
が
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
反
映
さ
れ
、ス
ク
ー
ル
の

成
果
が
少
し
見
え
た
の
で
は
な
い

か
」と
いっ
た
前
向
き
な
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。F
F
G
は
長
崎
M
I
C
E

ス
ク
ー
ル
2
年
目
も
、さ
ら
に
M
I
C
E

推
進
を
図
る
た
め
、社
会
的
な
課
題

へ
の
取
組
み
や
中
核
人
材
の
育
成
を

実
践
し
、長
崎
の
M
I
C
E
都
市
と

し
て
の
総
合
力
を
高
め
る
よ
う
全
力

で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

（※

）ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー・・・歴
史
的
建
造
物
、文
化
施
設

や
公
的
空
間
等
で
、会
議・レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
す

る
こ
と
で
特
別
感
や
地
域
特
性
を
演
出
で
き
る
会
場 

＜長崎創生プロジェクト認定＞

 長崎MICE
スクール2年目開講！

Topics of the month

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup

（表1）長崎 MICE スクール1年目開催実績 
回数 開催年月 テーマ  

第 1回 2019年11月  本スクール目的の共有・MICEビジネス構造の理解  

第 2回 2020年 1月 MICEによる地域活性化と長崎ブランドの整備 

第 3回 2020年 4月 MICE主催者及び参加者のニーズを把握し、事業者としての役割を知る（1） 

第 4回 2020年 6月 「Withコロナ時代のMICE ビジネスの中で、自社は何を商売にしていくのか」を考える  

第 5回 2020年 8月 MICE主催者及び参加者のニーズを把握し、事業者としての役割を知る（2）  

第 6回 2020年 9月 中間総括～MICEビジネスの中で、自社は何を商売にしていくのか～  

第 7回 2020年10月  ライバル都市に学ぶ～長崎に先んじて開業した熊本城ホールに学ぶ～ 

　

▲講演風景

▲十八親和銀行 森頭取による
　開講挨拶 

▲長崎大学 河野学長の挨拶により乾杯 

▲空美風による二胡演奏 

▲長崎大学 河野学長による
　講演の様子 

▲コングレ 紫冨田専務による
　講演の様子

▲王文強氏、ひな氏による変面ショー 

▲FFG今泉部長代理による主催者挨拶 ▲長崎市 田上市長による来賓挨拶 

▲運営にあたった受講生 ▲名物の皿うどん等長崎らしさにこだわった
　料理を提供 

▲シャンパンサーベルの様子 ▲「孔子廟の世界観」と「長崎らしさ」
　をフラワーアレンジメントで表現

し

ぶ

た
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M
I
C
E
ス
ク
ー
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終
え
て

 

長
崎
初
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的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

施
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出
島
メ
ッ
セ
長
崎
」が
来
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の 

11
月
に
開
業
し
ま
す
。開
業
後
を
見

据
え
、M
I
C
E（※

）ビ
ジ
ネ
ス
を

キ
ー
ワ
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ド
に
、地
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稼
ぐ

力
」を
身
に
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の
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交
流
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産
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、2
0
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ス
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ど
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結
び
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る
か
を
考
え
る
場

と
し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

形
式
の
講
座
や
先
進
事
例
視
察
会

等
を
開
催
し
ま
し
た（
表
1
）。

（※

）M
I
C
E・・・企
業
等
の
会
議（M

eeting

）、企
業

等
の
行
う
報
奨
・
研
修
旅
行（In
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n
tive 

Travel

）、国
際
機
関・団
体
、学
会
等
が
行
う
国

際
会
議（C

onvention

）、展
示
会・見
本
市
、

イ
ベ
ン
ト（Exhibition/Event

）の
頭
文
字
の
こ

と
で
あ
り
、多
く
の
集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ

ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称

長
崎
M
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ス
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ー
ル

2
年
目
開
講
に
あ
た
っ
て
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0
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0
年
11
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13
日（
金
）、

ホ
テ
ルニュー
長
崎
に
て
長
崎
M
I
C
E

ス
ク
ー
ル
の
2
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目
開
講
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。十
八
親
和
銀
行
の
森

頭
取
は
開
講
挨
拶
で
、無
事
に
2
年

目
の
開
講
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、長
崎
市
を
は
じ
め
地

元
経
済
団
体
の
皆
様
方
に

感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も

に
、今
後
も「
出
島
メ
ッ
セ
長

崎
」の
成
功
に
向
け
て
グ

ル
ー
プ
を
挙
げ
て
協
力
し
て

い
く
こ
と
、ま
た
こ
の
長
崎

M
I
C
E
ス
ク
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ル
が
地
元

長
崎
の
企
業
創
出
、ひ
い
て
は

地
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の
活
性
化
に
向
け

た
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
へ

の
期
待
感
を
示
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、国
立
大
学
法
人

長
崎
大
学
学
長
の
河
野
茂

氏
に
よ
る
講
演
と
株
式
会
社

コ
ン
グ
レ
専
務
取
締
役
の
紫
冨
田
薫

氏
に
よ
る
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
野
学
長
は「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル

ス（
地
球
の
健
康
）と
M
I
C
E
」を

テ
ー
マ
に
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
代
表
さ
れ
る
未
知
の
感
染
症
や

食
糧
問
題
等
、社
会
や
地
球
が
抱
え

る
課
題
に
対
し
て
様
々
な
立
場
か
ら

意
識
変
容
、行
動
変
容
を
促
す
た
め

の
長
崎
大
学
に
お
け
る
取
組
み
を
紹

介
。ま
た
、M
I
C
E
の
活
用
促
進
に
は

リ
ス
ク
の
監
視
と
安
全・活
動
の
バ
ラ

ン
ス
が
必
要
で
長
崎
大
学
も
支
援
し
て

い
く
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
紫
冨
田
専
務
は「
M
I
C
E
の
現

状
と
課
題－

出
島
メ
ッ
セ
長
崎 

開
業

1
年
前
を
迎
え
て－

」を
テ
ー
マ
に
、

こ
の
1
年
の
M
I
C
E
の
動
き
、

Ｗ
i
t
h
コ
ロ
ナ
の
課
題
や
長
崎
と

し
て
の
必
要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
等
に
つ
い

て
具
体
的
な
事
例
を
踏
ま
え
て
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

孔
子
廟
に
て
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
開
催

　講
演
後
は
孔
子
廟（
長
崎
市
）に

場
所
を
移
し
て
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、「
出

島
メ
ッ
セ
長
崎
」の
開
業
時
を
想
定

し
、長
崎
M
I
C
E
ス
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ー
ル
の
受

講
生
が
ユ
ニ
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ク
ベニュ
ー（※

）を
活

用
し
て
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ
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シ
ョ
ン
の

企
画
・
運
営
を
行
っ
た
実
証
実
験
で

す
。食
事・ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン・会
場
装

飾
な
ど
日
本
各
地
か
ら
の
来
場
を
想

定
し
、「
長
崎
ら
し
さ
」を
演
出
。

ま
た
、受
講
生
は
、コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の

参
加
者
と
な
る
こ
と
で
ユ
ニ
ー
ク
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ニュ
ー
の
活
用
、M
I
C
E
関
連
イ
ベ

ン
ト
の
体
験
、体
感
を
図
る
と
と
も

に
、今
後
運
営
側
と
し
て
M
I
C
E

と
の
か
か
わ
り
方
を
知
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。当
日
は
受
講
生
の
他
、

長
崎
市
の
田
上
市
長
や
長
崎
大
学
の

河
野
学
長
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

ゲ
ス
ト
は
総
勢
48
名
と
な
り
ま
し

た
。参
加
し
た
受
講
生
か
ら
は「
長

崎
ら
し
い
非
日
常
の
体
験
が
で
き

た
」「
今
回
初
め
て
座
学
が
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
反
映
さ
れ
、ス
ク
ー
ル
の

成
果
が
少
し
見
え
た
の
で
は
な
い

か
」と
いっ
た
前
向
き
な
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。F
F
G
は
長
崎
M
I
C
E

ス
ク
ー
ル
2
年
目
も
、さ
ら
に
M
I
C
E

推
進
を
図
る
た
め
、社
会
的
な
課
題

へ
の
取
組
み
や
中
核
人
材
の
育
成
を

実
践
し
、長
崎
の
M
I
C
E
都
市
と

し
て
の
総
合
力
を
高
め
る
よ
う
全
力

で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

（※

）ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー・・・歴
史
的
建
造
物
、文
化
施
設

や
公
的
空
間
等
で
、会
議・レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
す

る
こ
と
で
特
別
感
や
地
域
特
性
を
演
出
で
き
る
会
場 
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（表1）長崎 MICE スクール1年目開催実績 
回数 開催年月 テーマ  

第 1回 2019年11月  本スクール目的の共有・MICEビジネス構造の理解  

第 2回 2020年 1月 MICEによる地域活性化と長崎ブランドの整備 

第 3回 2020年 4月 MICE主催者及び参加者のニーズを把握し、事業者としての役割を知る（1） 

第 4回 2020年 6月 「Withコロナ時代のMICE ビジネスの中で、自社は何を商売にしていくのか」を考える  

第 5回 2020年 8月 MICE主催者及び参加者のニーズを把握し、事業者としての役割を知る（2）  

第 6回 2020年 9月 中間総括～MICEビジネスの中で、自社は何を商売にしていくのか～  

第 7回 2020年10月  ライバル都市に学ぶ～長崎に先んじて開業した熊本城ホールに学ぶ～ 

　

▲講演風景

▲十八親和銀行 森頭取による
　開講挨拶 

▲長崎大学 河野学長の挨拶により乾杯 

▲空美風による二胡演奏 

▲長崎大学 河野学長による
　講演の様子 

▲コングレ 紫冨田専務による
　講演の様子

▲王文強氏、ひな氏による変面ショー 

▲FFG今泉部長代理による主催者挨拶 ▲長崎市 田上市長による来賓挨拶 

▲運営にあたった受講生 ▲名物の皿うどん等長崎らしさにこだわった
　料理を提供 

▲シャンパンサーベルの様子 ▲「孔子廟の世界観」と「長崎らしさ」
　をフラワーアレンジメントで表現

し

ぶ

た
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